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ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
工
科
大
学

の
他
、
多
種
の
資
格
を
取
る
コ
ー
ス

も
用
意
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

政
府
公
認
の
資
格
を
取
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

平
成

年
に
同
工
科
大
学
と
本
学

は
提
携
し
、
毎
年
数
人
ず
つ
の
学
生

交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
工
科
大
学
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提
携
校
紹
介

提
携
校
紹
介

《
大
阪
国
際
女
子
大
学
》

「美奈子は日本に帰ります。でもきっとすぐに戻って来る、
そう願っています」。帰国前先生が突然こうおっしゃいました。
すると他の先生も私を見て、「本当？いつから？」と口々におっ
しゃいました。
オーストラリアで出会った宝物は、数え切れない程あります。

しかし、一番心に残っていることは、この言葉と生徒の勉強に
対する気持ちです。私達は、“しないといけない、仕方なしに”
といった気持ちで勉強する事が少なからずあると思いますが、
ここでは違いました。自分から日本語を知ろうという気持ちが
とても強かったのです。それは先生も同じで、すごく楽しんで
生徒と一緒に授業をしていらっしゃいました。初めは「私の日
本語は大丈夫なんだろうか？アシスタントとして何が出来るの
だろう？」などと考えたりしましたが、ここはもうオーストラ
リア。“思いっきり楽しんで、精一杯やればいい”という気持
ちが溢れてきました。その結果が先生のおっしゃった言葉であ
り、授業が終わった時のみんなの涙とHUG（抱擁）のプレゼ
ントであったと思います。
生徒が自分の気持ちや、意見を日本語で相手に伝えられた時

の顔を、私は忘れる事が出来ません。限られた時間の中で、将
来の夢を語り合ったりして、彼女らにとって母国語ではない日
本語で深い交流を持つ事の素晴らしさを身を持って感じまし
た。人々の温かさを感じながら、この様な機会を掴む事が出来
て本当に良かったなと思いました。学校を去る日も、たくさん
の人々に囲まれ、抱えきれない程のお花と感謝の気持ちで胸が
いっぱいでした。それが一番の宝物です。
（平成 年 月 日 月 日、Toorak Collegeへ

日本語教員アシスタントとして派遣)

留学生レポート留学生レポート

After a long and bor ing flight to Japan, myself and three
other Toorak College students ar r ived, prepar ing to begin a
four week exchange with our sister school Osaka International
Takii High School.
We all met our host families for the fir st time at the Kansai

International airpor t each with our own fears to conquer . When
we depar ted we went to our new homes to begin adjusting to
the Japanese ways of life.
Even the most simple things like toilets were different. I think

we all found it a bit of a culture shock but we are all slowly
adjusting to it.
One of the strange things that we have all noticed is the

shoes. They have a pair for dr iving the car , a pair for inside, a
pair for outside, a pair for the toilet, a pair for school and many
casual outside shoes. And we cant forget the lovely pair for the
shower . We have found this rather amazing and something that
Australians would never do！
We have visited many different and exciting places that have

made us open our eyes to the Japanese culture and religion！
One thing about the religion that we have all found interesting
is that these huge and beautiful shr ines or castles have been
dedicated to one par ticular person. The history and stor ies
hidden within the museums are simply amazing！ The Osaka
Castle is all about the history of a man who once led Japan. The
tale of his journey was displayed magnificently and the ar tifacts
they had on display allowed us to try and understand how life
may have been in those days.
The number of people commuting to and from work and

school via the train system is a nightmare. We all find it rather
amusing because in Australia, if that amount of people who go
on the trains in Japan went on the Australian trains then they
would buckle under the pressure and fall apar t！
We have also found the people in Japan to be very fr iendly

and helpful especially at Takii High school！ The welcome we
have received from the staff and students of Takii have been
overwhelming but fantastic. Even though we have only been
here for two weeks we feel like we have made life long fr iends.
Our host sisters and families have made us feel very welcome

and par t of the family. We would like to say a big thank you to
them！ We would also like to say thanks to Takii High school
for making our stay as enjoyable as possible.
By all of us！
（平成 年 月 日から 月 日まで滝井高校に交換留学）

「
自
然
」
と
い
う
言
葉
が
好
き
で

あ
る
。

か
つ
て
登
っ
た
氷
雪
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
、

日
本
ア
ル
プ
ス
。

失
わ
れ
ゆ
く
原
風

景
の
里
山
。
魚
や

虫
た
ち
と
出
会
っ

た
淀
川
の
水
辺
…
。

自
然
は
、
都
会
育
ち
の
私
に
も
幸
い
、

ヒ
ト
が
自
然
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を

体
得
さ
せ
て
く
れ
た
。

好
き
な
の
は
、
そ
ん
な
「
自
然
」

だ
け
で
は
な
い
。
複
雑
き
わ
ま
り
な

い
こ
の
文
明
社
会
が
目
指
す
べ
き
姿

と
し
て
の
、「
自
然
な
在
り
方
」の「
自

然
」
も
あ
る
。
環
境
分
野
で
言
う
な

ら
、
地
球
的
規
模
の
破
壊
が
大
き
な

問
題
と
な
り
、
よ
う
や
く
「
持
続
可

能
な
開
発
」
や
「
循
環
型
社
会
」
へ

の
取
り
組
み
が
始
ま
り
だ
し
た
。
そ

れ
ら
は
、「
自
然
」
な
在
り
方
へ
の

道
だ
と
思
う
。

け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
「
自
然
」
に

向
け
た
動
き
も
、
ま
だ
模
索
の
な
か

に
あ
る
。「
環
境
の
時
代
」
と
言
わ

れ
る
が
、
私
た
ち
は
、「
不
自
然
」

の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
に
公
共
事
業
な

ど
で
乱
開
発
を
続
け
て
い
る
。
教
育

で
も
、
ご
く
一
部
の
学
校
を
除
け
ば

環
境
教
育
は
進
ん
で
は
い
な
い
。
恐

ら
く
、「
不
自
然
」
で
あ
る
受
験
教

育
が
、
自
然
・
環
境
か
ら
「
自
然
」

を
学
ぶ
教
育
を
妨
げ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。生

態
系
な
ど
の
環
境
問
題
は
、
ま

さ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
で
あ
る
。
大
阪
国

際
学
園
に
お
か
れ
て
は
幼
稚
園
か
ら

大
学
院
ま
で
を
設
け
、
海
外
留
学
生

も
招
い
て
お
ら
れ
る
。
学
園
の
こ
と

も
知
ら
ず
に
誠
に

僭
越
な
が
ら
、
環

境
教
育
や
環
境
保

全
の
ソ
フ
ト
面
な

ど
を
学
ぶ
コ
ー
ス

を
設
置
さ
れ
れ
ば
、
と
願
う
。
開
発

途
上
国
の
環
境
破
壊
は
深
刻
で
あ
り
、

そ
う
し
た
学
術
交
流
も
考
え
ら
れ
る
。

環
境
を
ま
も
る
こ
と
は
、
ヒ
ト
を

も
ま
も
る
こ
と
。「
自
然
」
な
在
り

方
を
求
め
る
人
た
ち
が
育
ち
、
広
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

直

言

「
自
然
」
な
在
り
方
を
求
め
て

「
自
然
」
な
在
り
方
を
求
め
て

大
阪
自
然
環
境
保
全
協
会
事
務
局
長

大
阪
自
然
環
境
保
全
協
会
事
務
局
長

元
毎
日
新
聞
記
者

岡

秀
郎

元
毎
日
新
聞
記
者

岡

秀
郎

大
和
田
中
・
高
校
に

月

日
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
姉
妹
校
ス
コ
ッ

チ
オ

ク
バ

ン
カ
レ
ッ
ジ
の
生
徒

名
と
教
員

名
が
来
校
し
、
歓
迎

大阪国際女子大学
スポーツ行動学科 回生 増井 美奈子

印象深かった勉学の自主性 A Trip to Japan

（写真右）

（写真左）

クライストチャーチ工科大学クライストチャーチ工科大学
（ニュージーランド）（ニュージーランド）

外
国
語
学
科
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
学
科
、
デ
ザ
イ
ン
学
科
、

看
護
学
学
科
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
日
本
語
学
科
か
ら
平
成

年
度
に

名
、
平
成

年
度
に
は

名
の
学

生
が
本
学
に
派
遣
さ
れ
、
今
年
は
、

名
の
学
生
が
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

で
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
学
生

は
外
国
人
特
別
科
目
等
履
修
生
と
し

て

ヵ
月
間
日
本
語
と
日
本
文
化
の

学
習
を
し
、
取
得
し
た
単
位
の
一
部

は
工
科
大
学
の
卒
業
単
位
に
読
み
換

え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
本
学
か
ら
は
毎
年

名
の

学
生
を
工
科
大
学
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
英
語
コ
ー
ス

（

ヵ
月
）
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
派
遣
さ
れ
た
学
生
は
日
本
へ

帰
っ
て
か
ら

を
受
験
し
、

か
な
り
の
高
得
点
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年

名
の
学
生
を
工
科
大

学
の
日
本
語
授
業
に
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
派
遣
し
て
、

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ

チ
工
科
大
学

日
本
語
学
科
の
レ
ベ
ル
は
高
く
、
多

く
の
卒
業
生
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

人
）
が
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市
の

高
校
で
、
日
本
語
教
師
と
し
て
働
い

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
同
工
科
大
学
は
、

日
本
に
対
し
て
強
い
関
心
を
持
っ
て

お
り
、
今
後
、
本
学
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
と
の
教
育
・
文
化
交
流
を
促

進
さ
せ
る
上
で
、
重
要
な
拠
点
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
大
阪
国
際
女
子
大
学
・
短
期
大
学

国
際
交
流
室
長

滝
本

襄
）

年
に
提
携
、
教
育
・
文
化

年
に
提
携
、
教
育
・
文
化

交
流
促
進
の
拠
点
に

交
流
促
進
の
拠
点
に

本
学
か
ら
毎
年

人
の
学
生
派
遣

豪
州
「
ス
コ
ッ
チ
オ
ー
ク
バ
ー
ン
カ
レ
ッ
ジ
」

姉
妹
校
生
ら
が
来
校

大
和
田
中
・
高

歓
迎
式
典
や
授
業
受
け
る

式
典
が
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
。
本
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

に
よ
る
両
国
国
歌
演
奏
で
始
ま
り
、

同
部
の
音
楽
演
奏
や
ス
コ
ッ
チ
オ
ー

ク
バ
ー
ン
生
に
よ
る
歌
な
ど
が
披
露

さ
れ
た
。

本
校
は
こ
れ
ま
で
他
の
多
く
の
姉

妹
校
と
定
期
的
に
交
流
を
行
っ
て
い

る
が
、
ス
コ
ッ
チ
オ
ー
ク
バ
ー
ン
カ

レ
ッ
ジ
は
初
め
て
。
昨
年
の
こ
の
時

期
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
姉
妹
校
、

ロ
ー
ン
セ
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
・
グ

ラ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
と
セ
ン
ト
マ
イ
ケ

ル
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
エ
イ
ト
・
ス
ク
ー

ル
の
生
徒
が
来
校
し
て
い
る
。

一
行
は
約

週
間
、
ホ

ム
ス
テ

イ
を
し
な
が
ら
授
業
を
受
け
た
り
、

大
阪
・
京
都
を
観
光
と
い
っ
た
充
実

の
日
々
を
過
ご
し
、

月

日
に
帰

国
し
た
。

ま
た
、
滝
井
高
校
で
も
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
姉
妹
校
、
ト
ゥ
ー
ラ
ッ
ク
・
カ

レ
ッ
ジ
か
ら
交
換
留
学
生
が
来
校
。
例

年
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
は

名
の
生

徒
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
語
学

研
修
等
を
行
っ
た
。

期
間
は

月

日
か
ら

月

日

（
帰
国
は

日
）
ま
で
で
、
授
業
を
受

け
た
ほ
か
、
東
京
や
広
島
を
見
物
し
た

り
も
し
た
。

約 年の歴史を誇り、国立の総合高等教育機関であるクライストチャーチ工科大学

奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
歓
迎
式
典
（
大
和
田
中
・
高
）

滝
井
高
に
も
豪
州

滝
井
高
に
も
豪
州

か
ら
姉
妹
校
生

か
ら
姉
妹
校
生

「
ト
ゥ
ー
ラ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
」

「
ト
ゥ
ー
ラ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
」

大
阪
国
際
学
園

大
阪
国
際
学
園

特
別
奨
学
生

特
別
奨
学
生

平成 年度

女
子
大

笹
内
美
里
（
コ
ミ

）

池
田
文
子
（
国

際
コ
ミ

）

土
澤
明
子
（
人
健

）

桑
原
智
子
（
ス
ポ

）

短
大

伊
東
由
貴

畑
部
真
理
子
（
以
上
家
政

）

福
田
か
ん
な

大
川
昌
子
（
以

上
幼
教

）

小
林
陽
子
（
国
際

） （敬称略）

（
敬
称
略
）

国
際
大
海
外
派
遣
学
生

朴

恩
恵
（
経
情

）

昇

葉
子
（
同

）

萩
尾
哲
哉

三
井
秀
剛

西

陽
子

島
田
一
佳
（
以
上
政
経

）

奥
田
政
三
教
育
・

奥
田
政
三
教
育
・

研
究
基
金
奨
学
生

研
究
基
金
奨
学
生

ク
ラ
ブ
活
動

ク
ラ
ブ
活
動

女
子
大
・
短
大

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

・

月

月

関
西
学
生
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル

部
リ
ー
グ

位

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・

近
畿

人
制
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
総
合
選
手
権
大
会

位

・

月

月

関
西
大
学

部
リ
ー

グ

位

大
和
田
高
校

剣
道
部

・

全
国
高
校
剣
道
錬
成
大
会

出
場

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・

第

回
全
国
高
校
女

子
選
抜
イ
ン
ド
ア
ー
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

研
修
大
会

参
加

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

・

第

回
全
国
高
校
選

抜
岐
阜
大
会

準
優
勝

大
和
田
中
・
高
が
昨
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
地
域
清
掃
（
藤
田
西
公
園
、

弥
治
エ
門
碑
前
公
園
）
は
、
今
年
度
も

始
業
式
と
終
業
式
の
各
学
期

回
ず
つ

計

回
実
施
予
定
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
育
成
、
環
境

問
題
へ
の
意
識
付
け
、
地
域
住
民
（
学

校
周
辺
・
駅
前
・
通
学
路
）
と
の
調
和

を
目
的
に
行
わ
れ
、
高
校

、

年
生

が
始
業
式
、
高
校

年
生
と
中
学
生
が

終
業
式
に
当
該
学
年
各
ク
ラ
ス

名
程

度
ず
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
清
掃
す
る
。

昨
年
度
の
反
省
を
踏
ま
え
、
学
年
所

属
の
教
員
が
最
低

名
付
き
添
う
こ
と

や
、
美
化
担
当
職
員
が
大
型
ビ
ニ
ー
ル

袋
・
火
ば
さ
み
な
ど
を
用
意
す
る
形
態

を
と
る
。

大
和
田
中
・
高
が
地
域
清
掃

大
和
田
中
・
高
が
地
域
清
掃

各
学
期
ご
と

回
を
計
画

各
学
期
ご
と

回
を
計
画

は
約

年
の
歴
史
の
あ
る
国
立

の
総
合
高
等
教
育
機
関
で
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー

チ
市
の
中
心
街
か
ら
徒
歩

分
ぐ
ら

い
の
所
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
ま
す
。

全
体
で
約

名
の
学
生
が

学
ん
で
い
ま
す
。
学
士
コ
ー
ス
に
は

女
子
大
日
本
語
教
員
ア
シ
ス
タ
ン
ト
派

遣
学
生

田
上
理
恵

中
村
美
智
留

田
付
麻
衣

子
（
以
上
国
コ
ミ

）

和
田
美
紗
子

（
同

）

衣
笠
未
来
（
ス
ポ

）

四
方
里
沙
（
社
コ
ミ

）

短
大
海
外
短
期
留
学
生

村
上
景
子
（
家
政

）

竹
内
智
香
（
国

際

）

滝
井
高
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ト
ゥ
ー

ラ
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
派
遣
生
徒

大
寺
景
子

田
中
絢
野

谷
口
和
子

（
以
上

）

小
川
と
こ
わ
（

）

滝
井
高
カ
ナ
ダ
、
ハ
バ
ー
ガ
ル
・
カ

レ
ッ
ジ
派
遣
生
徒

北
口
パ
ウ
ラ

水
口
純
子
（
以
上

）

滝井高校派遣留学生



回
目
を
迎
え
る
高
校
生
論
文

コ
ン
ク
ー
ル
「
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ

ン
ド
賞
」
の
応
募
要
項
が
決
定
し
、

全
国
の
高
等
学
校
（
約

校
）
へ

月
上
旬
、
要
項
を
発

送
。
ま
た
、

月

日
に
は
毎
日

新
聞
紙
上
に
お
い
て
、
全
国
向
け

の
社
告
を
掲
載
。
さ
ら
に
大
阪
府

を
中
心
と
し
た
高
等
学
校
へ
の
訪

問
や
、
新
聞
広
告
紙
面
で
の
告
知

な
ど
募
集
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
か
ら
大
島

靖
氏
（
元
大

阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
会
長
）
に

代
わ
り
、
国
際
大
法
政
経
学
部
長

の
川
又
良
也
教
授
が
審
査
委
員
を

つ
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
他
の

審
査
委
員
は
例
年
通
り
の

梅
棹

忠
夫
氏
（
国
立
民
族
学
博
物
館
顧

問
）

岡
本
道
雄
氏
（
元
京
都
大

学
総
長
）

森

毅
氏
（
京
都
大

学
名
誉
教
授
）。

今
年
も
文
部
省
、
大
阪
府
、
大

阪
府
教
育
委
員
会
、

大
阪

世

紀
協
会
、

大
阪
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
の
後
援
を
い
た
だ
き
、
ま
た

紀
伊
國
屋
書
店
、

教
育
旅

行
大
阪
支
店
、

イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
（
大
阪
国
際

学
園
グ
ル
ー
プ
）
か
ら
副
賞
賞
品

が
提
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

毎
日
新
聞
社
と
の
共
催
を
始
め

て
今
年
で

年
目
と
な
る
グ
ロ
ー

バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞
。
応
募
作
品
も

年
々
増
え
、
昨
年
の
応
募
作
品
数

は
計

編
と
な
っ
た
。

ま
た
、
作
品
数
の
増
加
だ
け
で
な

応
募
要
項

・
テ
ー
マ
「
世
界
の
中
の
日
本
と
私
」

・
応
募
資
格
高
校
生
（
平
成

年

月
現
在
、高
校
在
学
の
方
）

・
応
募
方
法

字
詰
め
原
稿
用
紙（

横
書
き
）

枚

・
締
切
り

今
年

月

日

・
発

表

今
年

月
中
旬

・
応
募
先

大
阪
市
北
区
梅
田

毎
日
新
聞
大
阪
本
社
事
業
本
部
内

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞
実
行
委
員
会

（

）

大
阪
府
守
口
市
藤
田
町

学
校
法
人

大
阪
国
際
学
園
広
報
室
内

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞
実
行
委
員
会

（

）
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全
国
向
け
、
作
品
応
募
を
呼
び
か
け
中

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞

第

回

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
賞

く
、「
レ
ベ
ル
も
高
く
素
晴
ら
し

い
作
品
が
多
か
っ
た
」
と
審
査
委

員
を
う
な
ら
せ
た
。「
世
界
の
中

の
日
本
と
私
」
を
テ
ー
マ
に
、
今

年
も
全
国
の
高
校
生
か
ら
個
性
あ

ふ
れ
る
作
品
が
多
数
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

枚
方
市
東
部
に
立
地
す
る
大
阪
国

際
大
。
だ
が
枚
方
市
の
と
り
わ
け
東

西
を
結
ぶ
道
路
事
情
が
悪
く
、
交
通

渋
滞
は
年
ご
と
に
深
刻
化
。
市
の
玄

関
で
あ
る
西
部
の
京
阪
枚
方
市
駅
か

ら
の
通
学
・
通
勤
者
に
と
っ
て
大
学

隣
接
地
で
事
業
が
進
む
第

京
阪
道

路
（
愛
称
・
緑
立
つ
道
）
の
早
期
完

成
に
期
待
は
高
ま
る
。
大
阪
府
や
枚

方
市
は
、
第

京
阪
の
平
成

年
度

末
部
分
併
用
に
合
わ
せ
、
都
市
計
画

道
路
の
枚
方
藤
阪
線
・
枚
方
東
部
線

の
建
設
を
急
い
で
い
る
。
と
り
わ
け

枚
方
藤
阪
線
が
完
成
す
れ
ば
、
国
道

号
の
渋
滞
が
大
幅
に
緩
和
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
通
り
の
開
通

を
大
学
あ
げ
て
待
ち
望
ん
で
い
る
。

第

京
阪
道
路
は
、
京
都
府
久
御

女
子
大
・
短
大
生
涯
健
康
研
究
所

は

月

日
、

号
館
の
栄
養
指
導

室
で

月

日
、

日
に
続
い
て

回
目
の
「
料
理
講
習
会
」
を
実
施
、

今
回
は
「
夜
食
、
間
食
に
適
し
た
ご

女
子
大
・
短
大
生
涯
健
康
研
究
所

が
発
行
し
て
い
る
機
関
誌
「

」
の
名
称
が
「

」

に
変
更
し
、

は
継
続
し
て
こ
れ
か

ら
も
ひ
と
び
と
の
健
康
づ
く
り
に
必

要
な
栄
養
・
運
動
・
休
養
や
生
活
様

式
に
関
し
た
総
合
的
な
研
究
成
果
、

健
康
管
理
と
維
持
増
進
に
関
わ
る

サ
ー
ビ
ス
情
報
を
提
供
し
て
い
く
。

は
、

の
略
で
、
ス
ポ
ー
ツ
・
栄
養

総
合
セ
ン
タ
ー
が

年

月

に

を
発
行
し
、
生
涯
健
康
研
究

所
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
。
現
在
、

ま
で
発
行
し
て
お
り
、
今
後
も

年

、

回
発
行
し
て
い
く
予
定
。

女
子
大
・
短
大
に
ユ
ニ
ー
ク
な
ク

ラ
ブ
が
今
春
誕
生
。
そ
の
名
も
「
え

こ
き
ゃ
ん
ぱ
す
研
究
会
」。
公
害
や

自
然
環
境
の
破
壊
に
反
対
し
て
、
自

然
と
の
共
存
を
求
め
る
運
動
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」

を
と
り
、「
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
大
学
を

目
指
そ
う
」
と
こ
の
名
称
が
つ
け
ら

れ
た
。
部
員
は

回
生

名
、

回

ワ
イ
ン
に
つ
い
て
の
知
識
を
身
に

つ
け
、
奥
深
い
飲
酒
文
化
に
つ
い
て

学
ぶ「
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

」

が
女
子
大
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
の
学
生
対
象
に
行
わ
れ
た
。

号
館

階
に
集
ま
っ
た

人
は
、

英
語
も
交
え
た
レ
ク
チ
ャ
ー
の
後
、

評
価
シ
ー
ト
に
記
入
し
な
が
ら
テ
イ

ス
テ
ィ
ン
グ
。

助
教
授
手

製
の
天
然
酵
母
パ
ン
や
チ
ー
ズ
も
並

び
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

で
セ
ミ
ナ
ー
は
進
め
ら
れ
た
。

女
子
大
国
コ
ミ
有
志
に
よ
る

女
子
大
国
コ
ミ
有
志
に
よ
る

学
生
向
け
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

学
生
向
け
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

生

名
の
計

名
で
、
毎
週
金
曜
日

の
昼
休
み
に
活
動
。
活
動
内
容
は
環

境
に
つ
い
て
の
学
習
や
、
環
境
に
優

し
い
大
学
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
提
案
な

ど
。発

足
の
き
っ
か
け
は
、
顧
問
で
あ

る
女
子
大
人
間
健
康
科
学
科
の
下
野

辰
久
教
授
の
ゼ
ミ
学
生
た
ち
が
環
境

問
題
を
学
び
、
興
味
を
も
っ
た
の
が

は
じ
ま
り
。
女
子
大
・
短
大
の
学
生

に
広
く
入
部
を
呼
び
か
け
て
い
る
も

の
の
、
現
在
部
員
は
全
員
下
野
ゼ
ミ

の
学
生
。
部
員
で
あ
る
石
谷

茜
さ

ん
と
横
瀬
衣
美
さ
ん
（
ど
ち
ら
も
女

子
大
人
間
健
康
科
学
科

回
生
）
は
、

「
ゼ
ミ
生
以
外
の
学
生
に
入
部
し
て

も
ら
い
た
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
開
放

的
な
大
学
を
目
指
し
、
地
域
ぐ
る
み

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

「
大
学
が
目
に
見
え
て
変
わ
っ
た
」

を
部
の
目
標
に
掲
げ
、壁
新
聞
の「
え

こ
き
ゃ
ん
ニ
ュ
ー
ス
」（
女
子
大
・

短
大
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

も
発
行
し
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い

る
「
え
こ
き
ゃ
ん
ぱ
す
研
究
会
」。

活
動
の
発
展
に
期
待
し
た
い
。
連
絡

先
は
下
野
研
究
室
。

ア
ド
レ
ス＠

女
子
大
・
短
大
に
は
こ
の
他
に
も

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
研
究
会
」、「
野

飯
料
理
」
と
題
し
て
、
豆
乳
リ
ゾ
ッ

ト
、
チ
ー
ズ
と
枝
豆
の
お
焼
き
、
お

好
み
焼
き
ご
飯
を
実
習
し
た
。

同
研
究
所
と
大
阪
第
一
食
糧
青
年

会
議
の
共
催
で
、
担
当
し
た
の
は
同

研
究
所
員
で
も
あ
る
短
大
家
政
科
の

深
蔵
紀
子
教
授
と
女
子
大
ス
ポ
ー
ツ

「
夜
食
間
食
に
適
し
た
ご
飯
料
理
」

女
子
大

短
大

生
涯
研
が
連
続
料
理
講
習
会

月 日の料理講習会。主婦らの熱心な様子がうかがえた

と
大
学
近
く
で

号
と
結
ぶ
都

市
計
画
道
路
・
枚
方
藤
阪
線
の
建
設

工
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
全
長
約

・

キ
ロ
、
幅

（
う
ち
両
側

に

・

の
歩
道
を
設
置
）。
一

部
は
府
道
杉
田
口
禁
野
線
と
重
な
り
、

新
た
に
建
設
し
て
い
る
の
は
甲
斐
田

東
町

津
田
北
町
間
。
す
で
に
国
道

号
か
ら
市
立
体
育
館
横
を
通
る

区
間
は
、
大
阪
国
体
開
催
時

の
平
成

年
秋
に
開
通
し
て
い
る
。

そ
の
東
、
府
営
山
田
池
公
園
に
沿
っ

て
の
部
分
は
ほ
ぼ
で
き
あ
が
り
、

学
研
都
市
線
（
片
町
線
）
の
藤
阪

駅
を
は
さ
む
東
西
部
分
も
約

割
の

用
地
買
収
を
終
え
、
順
次
建
設
中
。

今
後
は
大
学
に
近
い
杉
地
区
で
の
用

地
買
収
に
乗
り
出
す
。

担
当
の
枚
方
市
土
木
部
幹
線
道
路

課
で
は
「
完
成
時
の

日
交
通
量
予

測
は
、

号
約

万

台
、
枚
方
藤
阪
線
約

台
で
、

号
は
か
な
り
緩
和
さ

れ
る
は
ず
」
と
そ
の
効
果
を
強
調
。

た
だ
、
今
後
と
も
用
地
買
収
に
力
を

入
れ
る
が
、
予
定
通
り
開
通
さ
せ
ら

れ
る
か
ど
う
か
は
地
権
者
の
協
力
が

カ
ギ
と
な
る
。

一
方
大
阪
府
は
、
国
道

号

の
混
雑
緩
和
策
と
し
て
、
都
市
計
画

道
路
・
枚
方
東
部
線
（
延
長
約

キ

ロ
、
幅

）
を
建
設
中
。
平
成

年
か
ら
工
事
に
入
り
、
今
春
で
約

％
の
用
地
を
買
収
し
た
。
同
線
も

枚
方
藤
阪
線
と
同
じ
く
、
第

京
阪

の
部
分
開
通
（
平
成

年
度
末
）
に

合
わ
せ
て
完
成
さ
せ
る
計
画
。

こ
れ
ら

線
の
完
成
に
よ
っ
て
、

長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
枚
方
市
域
の

東
西
幹
線
道
路
網
整
備
は
着
実
に
前

進
し
、
国
際
大
と
重
要
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
の
距
離
が
縮
ま
る
。

山
町
と
大
阪
府
門
真
市
を
結
ぶ
自
動

車
専
用
道
路
の
第

京
阪
道
路
と
国

道

号
バ
イ
パ
ス
の
併
用
大
幹
線
。

国
道

号
以
北
を
ま
ず
部
分
開

通
さ
せ
る
予
定
で
、

年
度
末
完
成

を
目
指
し
大
学
周
辺
で
も
工
事
に
着

手
し
た
。

し
か
し
、

号
は
混
雑
が
ひ

ど
い
う
え
、
第

京
阪
の
交
通
量
が

加
わ
れ
ば
渋
滞
に
拍
車
が
か
か
る
の

は
必
至
で
、
枚
方
市
は

号
と

並
行
す
る
か
た
ち
で
京
阪
枚
方
市
駅

建設中の都計 枚方藤阪線で建設中の都計 枚方藤阪線で
国道 号の渋滞大幅緩和を国道 号の渋滞大幅緩和を

平成 年度末の第
京阪部分開通をメド

日

千
台
を
予
測
す
る
枚
方
藤
阪
線

東
に
向
け
て
建
設
進
む
枚
方
藤
阪
線

（
正
面
は

藤
阪
駅
）

女子大 短大生涯研

機関誌「SNUC」の
名称を変更

「Health Life」へ

女子大 短大生涯研

機関誌「SNUC」の
名称を変更

「Health Life」へ

女
子
大
短
大
の
一
新
を
か
か
げ
て

女
子
大
短
大
の
一
新
を
か
か
げ
て

「
え
こ
き
ゃ
ん
ぱ
す
研
究
会
」
誕
生

「
え
こ
き
ゃ
ん
ぱ
す
研
究
会
」
誕
生

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
野
外
活
動
」
研
究
会
も

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
野
外
活
動
」
研
究
会
も

行
動
学
科
の
西
岡
ゆ
か
り
講
師
。
参

加
し
た
の
は
同
青
年
会
議
会
員
の
主

婦
ら
約

名
。

料
理
講
習
会
を
大
阪
第
一
食
糧
青

年
会
議
と
共
催
す
る
こ
と
で
、
企
業

と
の
連
携
を
深
め
、
会
員
の
方
々
へ

栄
養
面
か
ら
の
健
康
づ
く
り
を
提
案

す
る
。
ま
た
、
栄
養
指
導
室
の
活
用

と
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
学
生
へ
の
実
践

的
教
育
の
場
と
す
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
さ
れ
た
。

外
活
動
研
究
部
」
な
ど
の
ク
ラ
ブ
も

誕
生
。
こ
れ
で
本
学
の
ク
ラ
ブ
数
は

運
動
ク
ラ
ブ
が

、
文
化
ク
ラ
ブ
が

と
な
っ
た
。

えこきゃんぱす研究会のメンバー
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短
大
幼
児
教
育
科

回
生
の
福
田

か
ん
な
さ
ん
が

月

日
、「
第

回
毎
日
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
」
の
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
見
事
優

勝
し
た
。

毎
日
新
聞
社
、
関
西
テ
ニ
ス
協
会

主
催
の
大
会
で
、
兵
庫
県
西
宮
市
の

香
枦
園
テ
ニ
ス
倶
楽
部
な
ど
の
会
場

で
行
わ
れ
た
。

福
田
さ
ん
は
、
ノ

シ
ー
ド
で
勝

ち
上
が
っ
て
い
き
、
決
勝
で
第

シ

ド
の
中
越
由
記
さ
ん（
園
田
女
大
）

に
逆
転
勝
ち
し
見
事
初
優
勝
。

ま
た
、
少
林
寺
拳
法
部
に
所
属
し

て
い
る
女
子
大
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科

回
生
の
松
浦
由
季
さ

ん
が
、

月

日
に
行
わ
れ
た
「
第

回
少
林
寺
拳
法
関
西
学
生
大
会
」

の
単
独
演
武
段
外
で
見
事
優
勝
し
た
。

福
田
か
ん
な
さ
ん（
短
大
・
幼
教

）

毎
日
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
単
で
優
勝

松
浦
由
季
さ
ん
（
国
コ
ミ

）

少
林
寺
関
西
学
生

単
独
演
武
段
外
で
優
勝

女
子
大
ス
ポ
ー

ツ
行
動
学
科

回

生
の
上
田

玲
さ

ん

写
真

（
ソ

ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

本
学
の
場
合
、
短
期
大
学
は
地
方

に
お
い
て
も
よ
く
認
知
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
女
子
大
学
に
つ
い
て
は
十

分
と
は
い
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

本
学
の
全
般
に
わ
た
っ
て
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
の
募
集
広
報
体

年
度
入
試
も
一
般

・

・

の

回
実
施
す
る
と
と
も
に
、
次
の

よ
う
に
受
験
方
法
を
さ
ら
に
工
夫
い

た
し
ま
し
た
。

一
般
推
薦

は
「
英
語
基
礎
学
力

調
査
」
と
「
小
論
文
」
だ
け
。

推
薦

の
よ
う
な
資
格
や
実
績
が

な
く
て
も
学
校
長
の
推
薦
が
あ
れ
ば

誰
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

併
願
可
浪
人
可
は
従
来
通
り
。

推
薦

の
「
簿
記
分
野
」「
情
報

分
野
」
を
「
簿
記
・
情
報
分
野
」
一

つ
に
ま
と
め
、
取
得
資
格
の
等
級
を

問
わ
ず
受
験
を
可
能
と
し
、
さ
ら
に

「
情
報
処
理
」
や
「
情
報
技
術
基
礎
」

な
ど
の
科
目
を
修
得
し
て
い
る
場
合

は
、
取
得
資
格
が
無
く
て
も
出
願
資

格
有
り
と
し
ま
し
た
。

試
験
科
目
数
を
一
般

の
み
を

「
国
語
」「
英
語
」「
選
択
科
目
」
の

中
か
ら

科
目
と
し
、
一
般

・

は
「
国
語
」「
英
語
」
の
中
か
ら

科
目
に
し
ま
し
た
。

ま
た
い
ず
れ
も

は

科
目
、

・

は

科
目
と
も
受
け
て
そ
れ

ぞ
れ
得
点
の
高
い
方
を
と
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

試
験
会
場
を
さ
ら
に
増
や
し
ま
し

た
。
昨
年
、
京
都
・
大
阪
（
天
王
寺
）

会
場
を
設
け
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
一

般
推
薦
で
岡
山
、一
般

で
島
根（
松

江
）
愛
媛
（
今
治
）
広
島
（
広
島
）

間
距
離
も
男
子
と
同
じ
。

日
本
チ
ー
ム
は
、
昨
年
末
の
セ
レ

ク
シ
ョ
ン
（
全
国
か
ら

名
が

挑
戦
）
で
選
ば
れ
た

名
の
精
鋭
た

ち
で
、
チ
ー
ム
名
は
「
エ
ネ
ル
ゲ
ン
」。

監
督
に
日
本
人
初
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

ガ
ー
村
上
雅
則
氏
、
コ
ー
チ
に
元
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ

ズ
の
広
瀬
哲
朗

氏
と
豪
華
な
顔
ぶ
れ
。
対
す
る
全
米

代
表
も
元
女
子
プ
ロ
野
球
選
手
と

い
っ
た
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
。

試
合
結
果
は
日
本
が

で
米

国
を
圧
勝
。
上
田
さ
ん
は
遊
撃
手
で

先
発
出
場
し
、
打
っ
て
も

安
打
の

猛
打
賞
。
華
麗
な
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
を
見
せ
た
ほ
か
、

回
に
は
満
塁

で
走
者
一
掃
の

塁
打
を
放
つ
な
ど

大
活
躍
し
た
。「
最
高
の
舞
台
で
試

合
が
で
き
、
思
い
っ
き
り
楽
し
め
ま

し
た
。
今
後
も
機
会
が
あ
れ
ば
挑
戦

し
た
い
」。
中
学
か
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー

日
本
の
古
典
芸
能
の
ひ
と
つ
で
あ

る
能
は
、
し
ば
し
ば
ギ
リ
シ
ャ
悲
劇

と
比
較
さ
れ
て
き
た
。
比
較
の
観
点

は
い
く
つ
も
あ
る
が
、
代
表
的
な
も

の
は
、
舞
台
の
上
に
登
場
す
る
合
唱

隊
の
存
在
で
あ
る
。

ギ
リ
シ
ャ
悲
劇
で
は
、
そ
れ
は
コ

ロ
ス
と
呼
ば
れ
、
日
本
の
能
で
は
地

謡
（
ぢ
う
た
ひ
）
と
呼
ば
れ
て
き
た
。

地
謡
の
歌
う
言
葉
は
、
あ
る
と
き
に

は
、
登
場
す
る
人
物
の
言
葉
で
あ
り
、

現
効
果
を
生
み
だ
す
基
盤
の
ひ
と
つ

で
あ
る
、
地
謡
に
焦
点
を
あ
て
、
そ

の
歴
史
的
な
変
遷
を
た
ど
る
、
専
門

的
研
究
書
で
あ
る
。
平
成

年
度
の

文
部
省
の
出
版
助
成
を
う
け
、
出
版

に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

論
点
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。
右

に
述
べ
た
意
味
で
、
地
謡
は
現
代
、

舞
台
に
必
要
不
可
欠
の
一
役
で
あ
る
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コ

ロ

ス

能
の
多
人
数
合
唱ひ

つ
じ
書
房

あ
る
と
き
に
は
、
状
況
を
描
写
す
る

ナ
レ
ー
タ
ー
の
言
葉
で
も
あ
る
。

ま
た
、
ど
ち
ら
に
も
区
分
け
し
が

た
い
、
視
点
の
曖
昧
な
言
葉
が
、
主

人
公
の
身
ぶ
り
、
仮
面
の
使
用
な
ど

の
演
出
を
と
も
な
い
、
し
ば
し
ば
前

衛
的
と
も
評
す
べ
き
、
表
現
効
果
を

生
ん
だ
り
す
る
。

本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
前
衛
的
表

西
暦

年
度
い
よ
い
よ

世
紀
の
幕
開
け
と
な
る
学
生
募
集
で

す
の
で
、
輝
か
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切

り
た
い
も
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

い
つ
ま
で
続
く
の
か
ま
っ
た
く
先
が

読
め
な
い
少
子
化
現
象
、
景
気
低
迷

な
ど

世
紀
か
ら
の
あ
り
が
た
く
な

い
お
土
産
に
頭
を
痛
め
て
い
る
と
こ

世
紀
へ
の
入
試
展
望

世
紀
へ
の
入
試
展
望
平

成
年
度

平

成
年
度

国際大

受
験
方
法
さ
ら
に
工
夫

法
政
経

月
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
受
験
で
き
ま
す
。

帰
国
生
徒
も
「
小
論
文
」
と
「
面

接
」
だ
け
と
な
り
ま
す
。
出
願
条
件

も
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
も
一
次
と
二

次
の

回
、
一
般

・

に
準
じ
て

実
施
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、

月
に
は
法
政
経
学
部
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
学
部
主

催
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
大
阪
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

以
上
、
多
く
の
受
験
生
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

（
大
阪
国
際
大
学
入
試
室
長

中
島

是
美
）

輝
か
し
い

世
紀
に
向
け
て

輝
か
し
い

世
紀
に
向
け
て

入
試
室
を
募
集
広
報
室
に
改
称

学
外
の
進
学
相
談
な
ど
積
極
参
加

制
を
強
化
し
、
本
学
で
学
び
た
い
志

願
者
の
増
加
に
努
め
入
学
し
て
も
ら

う
方
針
を
踏
襲
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

学
外
で
の
進
学
相
談
・
説
明
会
や
高

校
内
説
明
会
に
積
極
的
に
参
加
、
資

料
請
求
者
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
は

確
実
に
フ
ォ
ロ
ー
し
、
高
校
生
個
人

に
対
し
て
き
め
細
や
か
な
対
応
を
行

い
ま
す
。
本
学
の
際
立
っ
た
特
長
と

し
て
は
、
最
寄
り
駅
か
ら
の
利
便
性
、

施
設
・
設
備
の
充
実
度
、
教
職
員
の

サ
ー
ビ
ス
体
制
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

こ
と
は
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
る
こ
と

に
よ
り
納
得
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
限
り

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
て

も
ら
う
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

特
に
平
成

年
度
か
ら
女
子
大
学

が
男
女
共
学
に
生
ま
れ
変
わ
る
た
め

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
平
成

年
度
入
試
は
女
子

大
学
と
し
て
最
後
の
入
試
と
も
な
り

ま
す
。
本
学
を
受
験
希
望
の
高
校
生

に
は
、
こ
れ
か
ら
の
募
集
広
報
で
そ

の
こ
と
を
周
知
ご
理
解
い
た
だ
く
た

め
に
最
善
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
入
試
選
抜
業

務
よ
り
募
集
広
報
活
動
に
ウ
エ
イ
ト

を
置
い
た
体
制
を
よ
り
明
確
に
あ
ら

わ
す
た
め
入
試
室
を
募
集
広
報
室
と

名
称
を
改
め
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
今
年
度
も
募
集
広

報
室
を
中
心
に
、
全
教
職
員
の
全
面

支
援
を
得
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
の
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
大
阪
国
際
女
子
大
学
・
短
期
大
学

募
集
広
報
室
長

小
林

弘
ニ
）

ル
を
始
め
、
高
校
で
は
県
代
表
選
手

に
も
選
ば
れ
た
上
田
さ
ん
。
今
後
の

活
躍
が
楽
し
み
だ
。

第

回
日
米
女
子
野
球
大
会

女
子
大
ス
ポ

・
ソ
フ
ト
部

回
日
米
女
子
野
球

子
大
ス
ポ

・
ソ
フ

上
田

玲
さ
ん
、
猛
打
賞

上
田

玲
さ
ん
、
猛
打
賞

フ
ト
ボ
ー
ル
部
所
属
）
が

月

日
、

西
武
ド
ー
ム
球
場（
埼
玉
県
所
沢
市
）

で
開
か
れ
た
硬
式
野
球
の
「
第

回

日
米
女
子
野
球
大
会
」
に
日
本
メ
ン

バ
ー
の
一
員
と
し
て
出
場
し
た
。

主
催
は
日
米
女
子
野
球
大
会
実
行

委
員
会
、
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
。

歴
史
上
初
と
な
る
日
米
女
子
代
表
選

手
に
よ
る
今
大
会
は
、
男
子
と
全
く

同
じ
条
件
で
行
わ
れ
た
。
硬
式
ボ
ー

ル
を
使
用
し
た

回
戦
で
、
マ
ウ
ン

ド
と
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
と
の
距
離
、
塁

が
、
室
町
時
代
中
期
ま
で
さ
か
の
ぼ

る
と
、「
地
謡
」
と
い
う
言
葉
が
存

在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
現
代
、
そ

の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
役
自
体
が
、

か
つ
て
の
演
じ
手
た
ち
に
は
、
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
な
ら
ば
、
室
町
期
に

は
「
地
謡
」
が
登
場
し
な
い
上
演
さ

え
、
あ
り
え
た
は
ず
だ
。

「
地
謡
」
が
い
な
か
っ
た
と
し
た

ら
、
能
の
作
品
の
な
か
で
合
唱
で
演

じ
ら
れ
る
べ
き
箇
所
は
、
い
っ
た
い

誰
が
担
当
し
て
い
た
の
か
。
お
そ
ら

く
、
仮
面
を
か
け
た
主
人
公
や
脇
役

が
、
主
と
し
て
合
唱
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
。

能
の
上
演
は
、
現
代
の
半
分
程
度

の
少
な
い
人
数
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
に

行
わ
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
演
劇
が

与
え
て
い
る
効
果
も
、
現
代
と
は
お

お
き
く
こ
と
な
っ
て
い
た
は
ず
な
の

で
あ
る
。

（
紹
介
文
執
筆
者

著
者

藤
田

隆
則
）

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

選考種別 出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間

修
士
課
程

経営情報学研究科
一次

平成 年 月 日（水）
月 日（月）

月 日（土） 月 日（金）
月 日（月）
月 日（火）

二次
平成 年 月 日（木）

月 日（木）
月 日（火） 月 日（金）

月 日（月）
月 日（月）

総合社会科学研究科
一次

平成 年 月 日（水）
月 日（月）

月 日（土） 月 日（金）
月 日（火）
月 日（水）

二次
平成 年 月 日（木）

月 日（木）
月 日（土） 月 日（金）

月 日（月）
月 日（月）

博士（後期）課程
経営情報学研究科のみ

平成 年 月 日（木）
月 日（木）

月 日（火） 月 日（金）
月 日（月）
月 日（月）

大
阪
国
際
大
学
大
学
院

大
阪
国
際
大
学

選考種別 出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間

推
薦

指定校・併設校推薦
平成 年 月 日（水）

月 日（月）
法政経学部 月 日（火）
経営情報学部 月 日（水）

月 日（水）
月 日（木）
月 日（木）

一般推薦 ・

帰国生徒入学選考

一
般
入
試

方式
平成 年 月 日（金）

月 日（水）

法政経学部 月 日（木）
経営情報学部 月 日（金）

月 日（木）
月 日（金）
月 日（火）

センター試験 選考一次 独自試験は行わない

方式
平成 年 月 日（木）

月 日（木）
法政経学部 月 日（火）午前
経営情報学部 月 日（火）午後

月 日（月）
月 日（火）
月 日（火）

センター試験 選考二次
平成 年 月 日（水）

月 日（木）

独自試験は行わない
月 日（月）

月 日（水）
月 日（火）方式

法政経学部 月 日（水）午前
経営情報学部 月 日（水）午後

留学生入学選考
国際交流課までお問い合わせください。

電話（ ） （国際交流課直通）

大
阪
国
際
大
学

大
阪
国
際
女
子
大
学

選考種別 出願期間（必着） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）

推

薦

指定校推薦選考 平成 年
月 日（月） 月 日（火） 月 日（日） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（金）

特別推薦選考 平成 年
月 日（月） 月 日（火） 月 日（日） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（金）

推薦選考 期 平成 年
月 日（水） 月 日（金） 月 日（水） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（金）

推薦選考 期
平成 年
月 日（木） 月 日（月）

選考日選択
月 日（木）
月 日（金）

月 日（木） 月 日（金） 月 日（金）

推薦選考 期 平成 年
月 日（月） 月 日（水） 月 日（日） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（水）

一
般

一般選考 期
平成 年
月 日（火） 月 日（火）

選考日選択
月 日（土）
月 日（日）

月 日（木） 月 日（金） 月 日（金）

一般選考 期 平成 年
月 日（水） 月 日（金） 月 日（水） 月 日（金） 月 日（月） 月 日（月）

奨
学
生

奨学生推薦選考 平成 年
月 日（木） 月 日（月） 月 日（木） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（金）

奨学生選考 平成 年
月 日（水） 月 日（金） 月 日（水） 月 日（金） 月 日（月） 月 日（月）

そ
の
他

帰国生徒選考 平成 年
月 日（水） 月 日（金） 月 日（水） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（金）

社会人選考 平成 年
月 日（水） 月 日（金） 月 日（水） 月 日（金） 月 日（月） 月 日（月）

留学生選考 国際交流課までお問い合わせください。電話（ ） （国際交流課直通）

大
阪
国
際
女
子
大
学

大
阪
国
際
女
子
短
期
大
学

選考種別 出願期間（必着） 選考日 合格発表日 入学手続期間（必着）

推

薦

指定校推薦選考 平成 年
月 日（月） 月 日（火） 月 日（土） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（金）

特別推薦選考 平成 年
月 日（月） 月 日（火） 月 日（土） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（金）

推薦選考 期 平成 年
月 日（水） 月 日（金） 月 日（水） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（金）

推薦選考 期 平成 年
月 日（木） 月 日（月） 選考日選択

月 日（木）
月 日（金）

月 日（木） 月 日（金） 月 日（金）

推薦選考 期 平成 年
月 日（月） 月 日（水） 月 日（日） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（水）

一 般 一 般 選 考 平成 年
月 日（火） 月 日（火） 月 日（土） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（金）

奨学生 奨学生推薦選考 平成 年
月 日（木） 月 日（月） 月 日（木） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（金）

そ
の
他

帰国生徒選考 平成 年
月 日（水） 月 日（金） 月 日（水） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（金）

社 会 人 選 考 平成 年
月 日（水） 月 日（金） 月 日（水） 月 日（金） 月 日（月） 月 日（月）

大
阪
国
際
女
子
短
期
大
学

出願期間 選考日 合格発表日 入学手続期間

大阪国際滝井高等学校 普通科
アカデミックコース（標準）
グローバルコース （国際）
エクセレントコース（特進）

平成 年
月 日（月） 月 日（土）

月 日（金）
月 日（土）

月 日（火） 月 日（月）

大阪国際大和田高等学校 普通科
国際・教養コース
英数コース

平成 年
月 日（月） 月 日（月）

月 日（金）
月 日（土）

月 日（火） 月 日（木）

大阪国際大和田中学校

一次

平成 年
月 日（土） 月 日（土） 月 日（日） 月 日（月）

月 日（木）
平成 年
月 日（土） 月 日（土） 月 日（月） 月 日（火）

二次 平成 年
月 日（月） 月 日（木） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（月）

三次 平成 年
月 日（月） 月 日（日） 月 日（日） 月 日（月） 月 日（水）

大阪国際大和田幼稚園 平成 年 月 日（月） 月 日（水） 月 日（木） 月 日（火）

平成 年度 入試日程 学生 生徒募集要項平成 年度 入試日程 学生 生徒募集要項

女子大 短大



何
に
な
り
た
い
の
か
、
何
が
し

た
い
の
か
が
ま
だ
見
え
て
い
な

か
っ
た
私
は
、

年
の

月
中
旬

に
初
め
て
友
達
に
連
れ
ら
れ
て
し

ぶ
し
ぶ
合
同
説
明
会
に
参
加
し
ま

し
た
。そ
こ
で
見
た
光
景
に
、は
っ

き
り
言
っ
て
焦
り
ま
し
た
。
と
り

あ
え
ず
何
か
し
な
く
て
は
、
と
居

て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
っ

た
私
は
毎
日
の
よ
う
に
企
業
説
明

会
の
予
約
を
入
れ
て
訪
問
し
、
話

し
を
聞
き
適
性
検
査
を
受
け
る
。

こ
れ
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い

る
と
確
実
に
勘
違
い
し
て
い
た
。

私
は
、業
種
を
特
定
せ
ず
に
販

売
職

と
い
う
広
範
囲
で
就
職
活

動
を
始
め
ま
し
た
。

月
か
ら
資

料
請
求
、
セ
ミ
ナ
ー
参
加
と
決
し

て
早
い
ス
タ
ー
ト
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
業
種
を
特
定
せ
ず

に
活
動
を
す
る
事
に
よ
っ
て
、

様
々
な
分
野
の
企
業
研
究
が
で
き
、

自
分
の
や
り
た
い
仕
事
が
少
し
ず

「夢は努力すれば、かならずかなう 」
大阪国際女子短期大学を卒業して、早いもので 年。在学時代の写真を

見るとなつかしい思いと、はずかしい気持ちで一杯になります。なぜなら、

私、ブンブクリンのおデブちゃんだった（一応過去形）から……。

その私が、約 のダイエットに成功したのは…「大好きな彼と結婚し

たい 」その思いがきっかけとなり、約 年ほどで、今の体重になりまし

た。その方法とは、 食バランス良く食べる。 適度に運動する。この

つを実行し、ダイエットに成功（リバウンドもなし）。そして私の夢は

見事にかない、大好きな彼と結婚。

現在、お腹の中には、赤ちゃんもできて、万万歳。

ただ、妊娠してから体重が も増えてしまい、 もふくらんだウエ

ストに入る服がナイ と思っていたら、ナントおデブちゃん時代の洋服が

ピッタリ （母が妊娠した時のためにとって置いてくれたのです…）。

もう、ウレシイやら、カナシイやら…。

この「GLOBAL MIND」が発行される頃には、ベビーが

誕生している予定です。今度は、愛する我が子のために産

後ダイエットにがんばるぞ─

（ HONEYMOON IN N.Y.）
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大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
大学院 経営情報学部 法政経学部 留学生別科

前期追試験（ ）
集中講義・通年科目補講期間（ ）
後期授業開始
キャンパス見学会
大学祭（ ）

大阪国際女子大学
人間科学部社会コミュニケーション学科 人間健康科学科
国際コミュニケーション学科 スポーツ行動学科

大阪国際女子短期大学
家政科 幼児教育科 国際文化学科

キャンパス見学会
追・再試験（ ）
集中講義・補講（ ）
後期開講
キャンパス見学会
月卒業証書授与式（短大）

大学祭（ ）

大阪国際滝井高等学校
始業式
第 回オープンキャンパス
第 回オープンキャンパス
文化祭（ ）
体育大会
第 回保護者入試説明会
中間考査（ ）
遠足
英語合宿（ ）
第 回オープンキャンパス
避難訓練
第 回保護者入試説明会
芸術鑑賞

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

始業式
オープンスクール（高校）
文化祭（中学）
オープンスクール（中学）
オープンスクール（中学）
文化祭（ ）（高校）
オープンスクール（高校）
年進路講演会（高校）

授業参観（中学）
年進路講演会（高校）

中間考査（ ）（高校）
中間考査（ ）（中学）
入試説明会（中学）
遠足（中学）
入試説明会（高校）
入試説明会（中 高校）

大阪国際大和田幼稚園
夏季保育（ ）
始業式
入園説明会
運動会
園外保育

大阪国際学園
CALENDAR

大阪国際大学
大学院 経営情報学部 法政経学部 留学生別科

大阪国際女子大学
人間科学部社会コミュニケーション学科 人間健康科学科
国際コミュニケーション学科 スポーツ行動学科

大阪国際女子短期大学
家政科 幼児教育科 国際文化学科

大阪国際滝井高等学校

大阪国際大和田高等学校
大阪国際大和田中学校

大阪国際大和田幼稚園

大
阪
国
際
大
学
経
営
情
報
学
部

年
卒

愛
眼
株
式
会
社

村
田

悦
子

OB・OGレポートOB・OGレポート

面
接
に
移
り
聞
か
れ
そ
う
な
こ
と

は
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
い
た
こ

と
を
淡
々
と
話
し
て
終
了
。
も
ち

ろ
ん
い
い
返
事
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

次
の
段
階
へ
の
案
内
が
き
て
も
行

く
気
に
な
れ
な
か
っ
た
り
で
、

ぱ
っ
た
り
と
活
動
を
中
止
し
ま
し

た
。そ

ん
な
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
と

き
、
頼
り
に
な
っ
た
の
は
友
達
で

し
た
。
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
て

い
る
の
で
痛
み
が
わ
か
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
と
き
の
友
達
の

ひ
と
言
が

自
分
の
身
近
な
所
か

ら
探
し
て
み
た
ら
ど
う
や

で
し

た
。
そ
し
て
、
視
力
の
悪
い
私
が

日
常
か
け
て
い
る
眼
鏡
に
注
目
し

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
眼
鏡
業

界
し
か
見
て
い
ま
せ
ん
。
不
思
議

と
す
ん
な
り
受
け
入
れ
ら
れ
て
、

今
ま
で
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
た
こ
と
も
自
分
か
ら
し

よ
う
、
し
た
い
と
思
い
、
活
動
も

活
発
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
ま

た
苦
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
こ

う
い
う
気
持
ち
は
面
接
で
も
必
ず

伝
わ
る
も
の
で
す
。

喜
怒
哀
楽
、
人
に
は
こ
ん
な
す

ば
ら
し
い
感
情
が
あ
る
の
で
す
か

ら
、
そ
れ
を
表
面
に
あ
ら
わ
し
て

み
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

感
情
の
な
い
人
の
ほ
う
が
不
自
然
。

自
然
体
で
自
分
自
身
を
素
直
に
ぶ

つ
け
て
い
っ
た
こ
と
が
私
の
成
功

の
カ
ギ
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

大
阪
国
際
女
子
短
期
大
学
幼
児
教
育
科
保
育
コ
ー
ス

年
卒

主
婦
兼
ア
ル
バ
イ
ト

田
川

弓
佳
（
旧
姓
原
）

つ
、
明
確
に
な
っ
て
い
く
の
が
分

か
り
ま
し
た
。

初
め
の
頃
は
履
歴
書
さ
え
ま
と

も
に
書
け
ず
、
先
生
方
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
自
己
分
析
が
、
ど

れ
程
大
切
な
事
か
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。
自
分
自
身
を
十
分
に
理

解
し
て
い
な
け
れ
ば
、
人
の
心
を

引
き
付
け
る
よ
う
な
履
歴
書
は
、

書
く
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
面
接
も
何

度
も
受
け
ま
し
た
が
、
自
分
の
考
え
、

伝
え
た
い
事
を
相
手
に
上
手
く
話
せ

ず
に
、
落
ち
込
ん
で
自
信
を
失
く
し

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
思
え
ば
履
歴
書
を

何
度
も
書
き
直
し
、
面
接
を
数
多

く
こ
な
し
、
場
馴
れ
を
し
て
い
た

事
に
よ
っ
て
、
や
っ
と
見
つ
け
た

希
望
す
る
企
業
で
の
採
用
試
験
中
、

力
を
発
揮
す
る
事
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

就
職
活
動
。
そ
れ
は
自
分
を
見

つ
め
直
す
良
い
機
会
で
あ
り
、
未

来
へ
の
扉
を
開
く
第
一
歩
だ
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
然
体
で
自
ら
を
素
直
に
ぶ
つ
け
る
こ
と

大
阪
国
際
女
子
短
期
大
学
家
政
科

年
卒

株
式
会
社
レ
リ
ア
ン

伊
藤

久
実

自
分
を
見
つ
め
直
し
、
未
来
の
扉
を
開
く

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
ニ
ュ
ー
ス

学園 総務課の上砂圭子係員がモデ
ルとして大阪新聞に大きく登
場

大和田中 高 人権教育教職員研修会（講師
は府立住吉高校教諭の脇田孝
豪氏）

学園 理事の入交昭一郎氏が読売新
聞に登場

女子大 短大 ソフトボール部、大阪日日新
聞「学生スポーツアラカルト」
に登場

国際大 日本会計研究学会第 回関西
部会（準備委員長は柴橋正昭
経営情報学部教授）

大和田高 新 年生の中江智司さんが毎
日新聞「みんなの広場」欄に
投稿、その原稿が掲載

女子大 短大 バレーボール部、大阪日日新
聞「学生スポーツアラカルト」
に登場

女子大 大和田幼稚園長でもある国際
コミュニケーション学科の久
保和男教授が委員長を務める
門真市学校適正配置審議会が
「門真の小・中 校統合」を
市に答申、その記事が読売新
聞に掲載

滝井高 文部省の特色教育振興モデル
事業の記事が全私学新聞に掲
載

女子大 「資格取得推進ウィーク」開
催

国際大 大学教養講座の案内が広報ひ
らかたに掲載

女子大 短大 桜花祭

大和田中 高 平成 年度 「定期総会」
国際大 マイライフひらかた・かたの

に「ホストファミリー募集」
の案内掲載

国際大 「哲学者アドルノに戯曲
ハーン原作『きみ子』を翻案」
と題し、徳永 恂教授が評論
（朝日新聞夕刊）

国際大 市民大学講座（枚方市社会教
育課主催）（ 、 ）

女子大 短大 テニス大会（ひまわり杯）

女子大 スポーツ行動学科・人間健康
科学科「特別講演会」（ ）

女子大 短大 一歩すすんだパソコン講座
（公開講座）

短大 幼児教育講演会（多文化理解）
女子大 社会コミュニケーション学科

の竹内長武教授が「手塚治虫
文化賞（朝日新聞社主催）」
の選考委員メンバー（朝日新
聞掲載）

月 国際大 雑誌「ケイコとマナブ」 月
号にホストファミリー対象
「大学教養講座」の案内が掲
載

月 国際大 作道洋太郎名誉教授が「月刊
オール関西 ・ 月号」に登場

月 女子大 スポーツ行動学科の西岡ゆか
り講師がお米屋さんの情報誌
「大好きごはんVol 」にコ
ラム

短大 幼児教育科人形劇団クラルテ
を招いて実技研修

女子大 日本経済新聞の「漫画学事始
め」と題した記事で、社会コ
ミュニケーション学科の竹内
長武教授がコメント

国際大 「図書館お助け塾」講習会（毎
週木曜日）

国際大 大阪新聞の記事で法政経学部
の井戸田 侃教授がコメント

滝井高 カナダ オンタリオ州トゥリ
リアム・レイクランド・地方
教育委員会と生徒交流に関す
る覚書調印

学園 平成 年度教職員表彰（ 名）
国際大 毎日新聞の「裁判長が『即決』

対話 大津地裁 傍聴席の見学
者と」の記事で、法政経学部
の井戸田 侃教授がコメント

国際大 人権問題研修会（テーマ「人
権問題の考え方 部落問題を
中心として 」）

女子大 短大 全学映画会

国際大 学生相談室特別講演会
短大 幼児教育科「第 回現職研修

会」（講師は全日本音楽療法
士の平岡澄子氏）

学園 総務課の上砂圭子係員がモデ
ルとして大阪新聞に大きく登
場

大和田中 高 人権教育教職員研修会（講師
は府立住吉高校教諭の脇田孝
豪氏）

学園 理事の入交昭一郎氏が読売新
聞に登場

女子大 短大 ソフトボール部、大阪日日新
聞「学生スポーツアラカルト」
に登場

国際大 日本会計研究学会第 回関西
部会（準備委員長は柴橋正昭
経営情報学部教授）

大和田高 新 年生の中江智司さんが毎
日新聞「みんなの広場」欄に
投稿、その原稿が掲載

女子大 短大 バレーボール部、大阪日日新
聞「学生スポーツアラカルト」
に登場

女子大 大和田幼稚園長でもある国際
コミュニケーション学科の久
保和男教授が委員長を務める
門真市学校適正配置審議会が
「門真の小・中 校統合」を
市に答申、その記事が読売新
聞に掲載

滝井高 文部省の特色教育振興モデル
事業の記事が全私学新聞に掲
載

女子大 「資格取得推進ウィーク」開
催

国際大 大学教養講座の案内が広報ひ
らかたに掲載

女子大 短大 桜花祭

大和田中 高 平成 年度 「定期総会」
国際大 マイライフひらかた・かたの

に「ホストファミリー募集」
の案内掲載

国際大 「哲学者アドルノに戯曲
ハーン原作『きみ子』を翻案」
と題し、徳永 恂教授が評論
（朝日新聞夕刊）

国際大 市民大学講座（枚方市社会教
育課主催）（ 、 ）

女子大 短大 テニス大会（ひまわり杯）

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
ニ
ュ
ー
ス

」

」

」

女子大 スポーツ行動学科・人間健康
科学科「特別講演会」（ ）

女子大 短大 一歩すすんだパソコン講座
（公開講座）

短大 幼児教育講演会（多文化理解）
女子大 社会コミュニケーション学科

の竹内長武教授が「手塚治虫
文化賞（朝日新聞社主催）」
の選考委員メンバー（朝日新
聞掲載）

月 国際大 雑誌「ケイコとマナブ」 月
号にホストファミリー対象
「大学教養講座」の案内が掲
載

月 国際大 作道洋太郎名誉教授が「月刊
オール関西 ・ 月号」に登場

月 女子大 スポーツ行動学科の西岡ゆか
り講師がお米屋さんの情報誌
「大好きごはんVol 」にコ
ラム

短大 幼児教育科人形劇団クラルテ
を招いて実技研修

女子大 日本経済新聞の「漫画学事始
め」と題した記事で、社会コ
ミュニケーション学科の竹内
長武教授がコメント

国際大 「図書館お助け塾」講習会（毎
週木曜日）

国際大 大阪新聞の記事で法政経学部
の井戸田 侃教授がコメント

滝井高 カナダ オンタリオ州トゥリ
リアム・レイクランド・地方
教育委員会と生徒交流に関す
る覚書調印

学園 平成 年度教職員表彰（ 名）
国際大 毎日新聞の「裁判長が『即決』

対話 大津地裁 傍聴席の見学
者と」の記事で、法政経学部
の井戸田 侃教授がコメント

国際大 人権問題研修会（テーマ「人
権問題の考え方 部落問題を
中心として 」）

女子大 短大 全学映画会

国際大 学生相談室特別講演会
短大 幼児教育科「第 回現職研修

会」（講師は全日本音楽療法
士の平岡澄子氏）
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出会いで築く人生
「大学院」と聞いて、どんな印象を持たれるでしょうか？「大学院って

どんなところなんですか？」とよく聞かれます。説明をするのが非常に難

しいのですが（学問分野によっても様々ですし）、私の大学院生活を少し

お伝えしたいと思います。大学院には、大きく分けて修士課程と博士課程

があります。私は現在、博士課程に所属しており、専攻は国際人権法です。

授業は週に つあります。週にたったの つ？と驚かれる方もいらっしゃ

るかもしれませんが、たった つの授業に出席するための準備等で、 週

間が過ぎていっているような状況です。

さて、話題は変わりますが、このレポートは で書いています。国連

の 年世界女性会議のために、 の小寺初世子教授とご一緒に来て

います。

大学院に行かなければ、このような目的で に来ることもなかったで

しょうし、 に行かなければ大学院進学を考えていなかったかもしれ

ません。 でのたくさんの先生方や友人との出会いによって、このよ

うな道に進むこととなり、人との出会いによって自分の人生は変わるのだ

とつくづく実感しています。今回の世界女性会議においても、たくさんの

国の方達と交友関係を結ぶことができました。今後、どのような道に進む

かはまだわかりませんが、これからも人との出会いを大切にし、自分なり

に自分のスタイルで道を切り拓いて行きたいと考えています。

E mail mtanigu＠osipp.osaka u.ac.jp
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